


















法線ベクトル全体を Rとする．α ∈ Rに対して sαを αの直交補空間に関する鏡映，κα (α ∈ R)
を κα > 0かつGに属する任意の wに対して，κwα = καを満たすものとする．
PをRd上の実数係数多項式全体の空間とし，非負整数mに対してPmをRd上のm次斉次多
項式全体の空間とする．








, ξ = (ξ1, . . . , ξd) ∈ Rd, ∂ξ = ⟨ξ,∇⟩とする．
Dunkl作用素Dξ を








と定める．κ = 0のとき，Dξ = ∂ξ となる．




D2i　 (1 ≤ i ≤ d).
















r = ∥x∥とする．任意の p ∈ Pmは
p = hm + r




















m− 2i− 1 + d
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d ≥ 2を自然数とし，Sd−1 =
{
















と定める．D = (D1, . . . ,Dd)とする．
命題 1 (Dunkl調和多項式の内積)
p ∈ Hκ,m, q ∈ Hκ,nに対して，m = nのとき，



























定理 2と命題 1より次の系が得られる．これは q = 1の場合に知られている結果（Pizzettiの公
式）の拡張を与えている．
系 1 (Pizzettiの公式の拡張)
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